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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
馬
場
雄
基
君
提
出
除
染
特
別
地
域
内
の
土
地
等
に
係
る
除
去
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

国
際
原
子
力
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
」
と
い
う
。
）
の
刊
行
物
の
訳
文
を
作
成
し
公
開
す
る
場
合
に
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
許

諾
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
第
一
回
会
合
サ
マ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
の
全
文
訳
」
の
公
開
時
期
は
現
時
点
で
は
未
定
で

あ
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
復
興
事
業
の
公
開
性
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
が
開
催
す
る
除
去
土
壌
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百

十
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
再
生
利
用
等
に
関
す
る
専
門
家
会
合
（
以
下

「
専
門
家
会
合
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
率
直
な
意
見
交
換
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
非
公
開
と
さ
れ
て
い
る
一
方
、

専
門
家
会
合
に
お
け
る
議
論
の
内
容
、
専
門
家
の
見
解
等
を
取
り
ま
と
め
た
「
サ
マ
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
」
が
公
開
さ
れ
て
い
る

も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
福
島
の
復
興
に
向
け
て
は
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
等
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、



 

２ 

 

分
か
り
や
す
い
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
し
っ
か
り
と
」
は
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
等
の
安
全
性
や
基
準
等
に
関
す
る
考
え
方
を
、
専
門
家
会
合
を

通
じ
て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
適
切
に
伝
え
て
い
く
趣
旨
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 


